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したがって ，ζのととろvci図解」または「図解指梯」というζとばを用いる ととは適切でないと考え ，
(注 1)ζのととについては， ζの研究で迫究するので.r図解jを f図示 jとなおした意図について




















































































































上に述べた条件にそって， 新潟市内の小学校のうら， 2か校を調査対象校!IL選び ，そのうちのA校の






























































た子どもの中から， 中位群 15人 ，下位群15人を無作為K選び， ζれらの子どもに対して，個別"L，






調 査 調査対象児童 実施年月 目 的
テスト 1 仮説 1・5の検証
テスト 2 A小学校第 4学年児童約 12 0人 4 1年 9月 仮説2・5の検荏






個人面接調査 1 B小学校第 4学年児童 30人 4 1年 10・11月 仮説 6の検証

































① はる子さんは.:1;>はじきをた〈さんもっていました。いもうと 2人陀 8こずつあげました。の
とりは 57とVてなりました。はじめ，何ともっていたのでしょうか。
(学図「小学校算数J3年上p.10 5 ") (A 5 ) 
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¥一一一-:~ ~- - 一一-----_
1さつ 18円のノートを4さつかって ，1 0 0円さつをだしました。治つりを作j円もらえばよ
(学図 「小学校算数J3年下P..10 1 ) 
工コf口、亡ユ工コヤ/ンロ
¥一一一一-Lコ一一 -JJ/
はる子さんは，訟はじきを 54ζ ，いもうとは 32ζもっています。いもうとκ何とあげたら ，

























(1 ) テス ト問題
(れんしゅう)
2 3 0円の本をかつて， 500円さつをだしました。台つりがいくらくるでしエうか。









① まさなさんと，たつまずさんは，はじめ ，5 4 0 mはなれていました。むかいあって，まきなさ
んが 15 0 m，たつむさんが25 0 mあるきま した。 2人は，まだ，どれだけはなれているでし
主う刀、 (学図「小学校算数J3年上P.8ι)
② あめたまが，ふくろVてはいっています。 1人，'C6とずっ， 5人の子どもにあげようとすると，
2とたりまぜん。あめだまは，ふくろの中vc何とはいっているのでしょうか。
(学図「小学校算数J3年上P.37 ) 
③ とし子さんは色紙を 27まい，いもうとは 12まいもっていました。とし子さんは 5まいつか
ぃ ，¥.1>もうとは何まいかかったので， 2人の色紙は問じκなりました。いもうとがかったのは何


















d テスト 1とすスト 2の正誤について，中位群と下位群を比べる。
6 テスト 5
(1) テスト問題
① 海べ1'(男が 28人，女が 19 人いました。あとからお'i.~ぜいきたので ， みんなで 6 0人Kなり
ました。あとからきたのは何人でしょうか。 c啓林館 「小学校算数J3年上p.7 4 ) 
② もんだ加のようすがわかる ようなずをかきなさ加。
@ しきととたえをかきなさい。





③ そうとに米が 37ひIうありました。そとへトラ y ク 5だいが米だわらを同じかずずつはとん






C~林館「小学校算数J 4年上P.76 ) 
b 図は線分図でなくてもよいとと，たすごねている数量を仁コで表わすととなど陀ついて説明して ，図
をかかせ ，問題を解かせる。
c 約 25分後にやめさせ，テス ト用紙を回収する。
(り テスト結果の処理の方法








(学図「小学校算数J3年上P.l0 5 ) 
(しき〉
(ζたえ)

































① まさ会さんと，たつbさんは ，はじめ ，540mはなれてい乏 した。むかいあって ，まさお・さ
んが 15 0 m ，たつま?さんが 250mあるきま した。 2人は，まだ ，どれだけはなれているでし
ょフ か。(学図 「小学校算数J3年上P.86 ) 
(しき)
(ζたえ)
② まさシさんと ，たつなさんは ，はじめ， 6 20mはなれていました。むかいあって ，まさなさ
んが 18 0 m .たつbさんが 260mあるきま した。 2人は， まだ ，どれたけはなれているでし






























• (斡林館「小学新算数J3年上P.77 ) 
一② 男 36人，女 19人で山のぼりに行きま したが，とちゅうでやめた人があったので，山の上ま
でのぼったのは 47人でした。何人やめたのでしょうか。









(啓林館 「イ苧新築:数J3年下P.46 ) 





























ょうだい 3人で|司じかずずつ分けました。それをあわせて，よ し子さんの色紙は， 54まいにな
りました。為、ばさんは，色紙を何まいくださったのでし工ヨか。
しきととたえをかきなさい。 (啓林館「小学新算数J4年上P.77 ) 
はじめにもって、 少ばさんから~
i /〆/いたかず¥¥ //いただいたかず¥〆 、、〆'
/" -'， 1.〆 I I "、，


































① 海べ陀男が 28人，女が 19人いました。あとからid:，'ぜいきたので，みんなで 60人になり
ました。あとからきたのは何人でし工うか。
しきととたえをかきなさ加。 (啓林館 「小学新算数J3年上P.74 ) 
(しき)
(とたえ)




















⑤ そうとに米が 37ひょうありました。そとへトラァク 5だいが米だわらを同じかずずつはζん
できたので，そうとの米はみんなで 18 7ひょうκなりました。 1だいに何びょうつんできたの
でしょうか。
しきととたえをかきなさい。 (啓林館「小学新算数J4年上p.76 ) 
(しき)
(とたえ3









a 問題①を印刷したテス ト用紙を与え ，解かせる。
b テス ト用紙を回収する(注 8)。



















a 個Aの調査対象児童κついて ，各問題K対する応答(図 ・式など)の正誤を調べる。
b 個々の調査対象児童について ，問題①と問題②， 問題③と問題④，問題⑤と問題⑥1'(，解きかたの
ちがいがあったかどうか ，そのちがいが図をかいたためκ起とったものであるかどうかを考察する。
c a;J;'よびbを整理して ，図をかく ζ とが陪題の解決K有効であったかどうか，どのような場合に，
どのようκ有効であったかを調べる。 ζれらのζ とKついて中位群と下位群を比べる。
d 解決過程 ，質問κ対する応答bよびテスト後の指導と子どもの反応、を分析して ，図をかくととにつ
.，1f 
いての指導上の留意点をさぐる。 官
(注 8) (注 6)に犯した ζ と と同じ。








(図 1)工ヨ¥工E f-fE¥ 
-....._---一一一--Lコ一一一一//








く 11.3コ〉(図 3) r-一一-， r-一--r 1一一一「
ノI 57 h. J 8 I _-一寸寸 8 t-
I I、 '1 I、 - I 、
ノ' ιー一ー一.J" 〆〆 L-一一一一一」¥，ノ L一一一』 ー 、
，¥ノ:，
¥ーで一 ，コ 一一/
(注 1日)ぐ 〉の中の記号は・本軍 (N )および次主宰 (v )においで引用するための記号であって.
ぐ T 1.1>1立・テスト 1の 1であるととぞ示していあ。
-18ー
d 上のbとcの複合したものくT1.4> 
(図 4) r一一寸 r一一~ r一「
ノ'1 5 7 ~、，1 8 L、/----1 8 卜¥
，〆 」一一」¥ノ」一一J '. ノ〆 L一一」
¥一一一一_.[ヨ一一一----




問題 群 人数 正答 誤答 正答率
上位群 3 7 3 4 5 9 1. 9 
① 
中位群 5 0 4 6 4 8 6.9 
下位群 3 2 2 4 日 7 5. 0 
全 体 1 1 9 1 0 4 1 5 87.4 
上位群 3 7 3 6 1 9 7. 3 
② 
中位群 5 0 4 6 4 8 6.9 
下位群 3 2 2 1 1 1 6 5.6 
全 体 1 1 9 103 1 6 8 6.6 
上位群 3 7 3 4 3 9 1. 9 
③ 
中位群 5 0 4 5 5 9 O. 0 
下位群 3 2 2 5 7 7 8. 1 







中位群 46 4 50 
下位群 24 8 32 
言f 7日 1 2 82 
(注 1 1)算出 した %2の価~示す。








中位群 46 4 50 
下位群 21 1 1 32 
計 67 1 5 82 
Zd = 9. 1 z~.o 1 = 6. 6 3 5 
両群の正誤の比には危険率 10/で差が認められる一一中位群がす
ぐれている。
① 問題⑤ <T1.8> 
(表5) 
正答 誤答 計守
仁科位群 45 5 50 
下位群 25 7 32 
計 7 0 12 82 
両群の正誤の比bては危険率 59もで差が認められない。
ZO.os = 3. 8 4 1 
(4) 上・中・下位群の区分とテスト lの成績の相関 <T 1.9 > 


















日 1 2 5 
上位群 。 2 5 32 37 
中位群 。 2 ? 五? 50. 
下位群 6 11 14 32 
1日 23 85 1 1 9 
(図 5) 
I 2人 1 1 8と I /"'157とk
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b 未知の数量をも記入したもの <T 2.2:> 
(図 8) 
-_----------一一 ・ーー 54 0--ー ーー ーー ーー ーー ーーー‘、、、、
、 ，





---------ー 一ーーー54日ー 一ー ーー ーー ‘ー ーーー ー
， -， r 、、、、





?? 、、、、、、、、 "一、， 
d 上のbとCの複合したもの <T 2.4> 
(図 1O. ) 











問題 群 人数 正答 誤答 正答率
上位群 3 7 3 2 5 8 6.5 
① 
中位群 5 0 2 6 2 4 5 2. 0 
下位群 3 2 ? 2 3 2 a1 
全 体 1 1 9 6 7 5 2 5 6. 3 
上位群 3 7 2 7 1 0 7 3. 0 
② 
中位群 5 0 2 7 2 3 5 4. 0 
下位群 3 2 7 2 5 2 1. 8 
全 休 1 1 9 6 1 5 8 51.3 
上位群 3 7 1 6 2 1 4 3.2 
③ 
中位群 5日 1 3 3 7 2 6. 0 
下位群 3 2 5 2 7 1 5.6 




① 問題① <T2.6> 
(表8) 
正答 誤答 言十
中位群 26 24 50 
『ト位群 q 23 32 




中位群 27 23 5日
下位群 7 25 32 
言す 34 4 8 82 
ヰ=4. 5 z3.05 =玉84 1 
両群の正誤の比κは危険率5%で差が認められる一一一中位群が
すぐれている。







中位群 1 3 37 50 
下位群 5 27 32 zg = 1. 2 Zd.o 5 = 3. 8 4 1 




上・ 中 ・下位群の区分とテスト 2の成績の相関係

























16 1 1 37 
1 9 5 50 
5 1 32 
40 1 1 9 
であった。とれらの応答の中κは，問題場面をよく理解するととができなかったためVてかかれたものと，
すでVてわかって凶る問題の瞬きかたを説明する白的でかかれたものがあると思われる。
(oi テスト lとテスト2の正誤についての中位群と下位群の比較くT2. 11 > 
テスト 1とテスト 2について，中位群と下位群の正誤を比べるとと陀よって，図を読むとととかくと
とのむずかしさについての中位群と下位群のちがいが明らかκなるであろう。












トご テスト 1 テスト 2中位群下位群 中位群下位群




正答率 86.9 65.6 54.0 21.8 
有意差 ※※ 認・ ※ 
問題 3
正答率 ?日日 7 a 1 26日 1 5.6 
有意差
〔説明〕有意差の欄の空欄は 5%の危険率で差が認め




(1) 図のかきかたの正誤の決定の基準 <T3.1> 
テスト 31'(;10'いて ，子どもがかいた図のうち ，正答と したものの類裂は，テスト 2の場合と同じであ
る。ぐT2. 1 >-ぐ T2.4> 
(2) 式の正誤の決定の基準
テスト 31'(な凶て，子どもが立てた式のうち ，正答としたものの類型を，問題①を例Kして述べる。




160-47=15 - l 
aトー ーー 一一一一一」ー }由」一、 -ー-目、ーーー-----r
; 6日一(2 8十 19)=.1.?__. : 
L 一一一一一一一ー 一一ー 一一ー 『ー 一ー一一一ー i
一一一一一 --ー でてでこτ一一τ でーττ三でで寸
1 6口一 28-19=13 : 
J一一一 -:-~-一ーーー一一一一一一一一一一 --:-?-:-V-
b 解きかたとしては正しい式であるが ，途中の計算をまちがえたもの
丁一一一 一ー一ー 一一一ー 一一一一一一一一一一一一1
1 2日十 19=48 1 
.16日-48=12 I 
; 28+円 一・ 一ー一一-1
r 60-47 一一一ー ー l
一一一一一一一一一一-~一一一ー一 一一」
. 一ー一一ー 一一一一ー -._.百一ー ーー +
I 6 0ー (28+19)!
ι一一一一一一一一一一一一ー 一一一一一」
くT3.3>
c 式は正しくないが ，たて書きの計算や答えをみると，正しい演算をしているもの くT3.4>
128十 19 - 6日=15J
r-一ー一一一一ー 一一ー 一一一一一一一一一ー 一一寸
16 0ー 28十 1P=15l
d よのbとcの複合したものくT3.5>
「一ー ーー ーー 一ー 一一一一一一一一一一一一一一一1


































































率よりも高いようκ恩われる。 ζの ζとを確かめるために，図の正誤と式の正誤につW ての 2X2分割
- 24-
(表 13)
問題 図・式 E半 人数 正答 誤答 正答率
上位群 3 8 3 4 4 89.5 
中位若草 4 9 
図
4 1 B 8五6
下位群 3 2 2 1 1 1 6 5. 6 
全 体 1 1 9 守 6 2 3 8 O. 7 
① 
上位宮下 3 B 3 8 。 1 0 c.0 
中位群 4 9 4 7 2 9 5.9 
式
下位1符 3 2 2 8 4 8 7. 5 
全 体 1 1 9 1 1 3 6 9 5.0 
上位群 3 8 2 0 1 8 5 2.6 
中位鮮 4 9 1 0 3 9 2 O.4 
図
下位群 3 2 5 2 9 9. 4 
全 体 1 1 9 3 3 8 6 2 7.7 
@ 
上位群 3 8 2 8 1 0 7 3.7 
中位群 4 9 
式
2 7 2 2 5 5. 1 
下位苦手 3 2 1 0 2 2 3 1. 2 
全 体 1 1 9. 6 5 5 4 5 4.6 
上位砕 3 8 2 0 1 8 5 2. 6 
中位群 4 9.
図
2 8 2 1 5 7. 1 
下位群 3 2 4 2 8 1 2. 5 
全 体 1 1 9. 5 2 6 7 4 3.7 
③ 
上位群 3 8 3 0 8 7 8. 9 
中位若干 4 9 
式
3 8 1 1 7 7.5 
下位群 3 2 8 2 4 2 5. 0 
全 体 1 1 9. 7 6 4 3 6 3. 9 
受を作り，両者の比の差の検定(注 14 )を行なった。その結果は次のとb りである。
(al 3)テ スト 1・21こ比べて.上位群・ 申位群の人数がちがうのは ・闘査当日の出席 ・欠席の状祝に
山 よる。
(a1 4)臨界比法にまる。 両側検定であるから .5 %水準のCRは 1.96 . 1 %水準のCRは 2.58 
である。
-25ー





正 34 0134 
図
誤 41" 0 4 





正 20 1 121 
図
誤 8 3 11 1 






正 1 0 1口 20 
図
誤 1 8 0' 18 





正 2 1 
図
誤 8121 
言T 1 0 22 32 





















正 19 1 12日
図
誤 1 1 7 '1 8 
言1- 5日 日 38 








正 4 1 o 1 41 
図
誤 2 8 6 





正 95 1 96 
図
誤 18 51 23 





正 1 0 011日
図
誤 1 7 22 39 





正 22 1 1 33 
図
誤 43 43 86 







誤 121 9 
計 38 司1
-2 6ー






































正 2 2 4 
誤 6122 28 









正 47 51 52 
誤 29 38 67 









で差が認められなwととを示し， ※は， 5 %の
危険率で差が認められる ことを示し， ~.祭 F奈は ，
1 %の危険率で差が認められるζとを示してい
る。










(表 17 ) (表 21 ) (表25)κよって，凶の正誤と式の正誤の相関係数(ゲ t)を求め7ば注15 )。
その結船主灰のと訟りである。問題①と ~J彊@vては，岡の正誤と式の正誤κ高い相闘がみられる。
問題①......0.866一一一…(表 17)参照
問題②…"'0.266・H ・H ・-…・(表 21)参照
問題①…...0.767...........(表 25 )参照
4， テスト 4
(1 ) 式の正誤の決定の基準 <T4.1>
テスト 4にないて，子どもが立てた式のっち， 正答としたものの類型は ，テストヨの場合と同じであ







問題 群 人数 正答 誤答 正答率
上位群 3 7 3 5 2 9 4.6 
中位群 4 8 4 1 7 8 5.4 
① 
下位群 4 2 3 ? 7 a 5 
全 体 127 1日? 1 8 日5.8
上位群 3 7 3 7 。 1 0 O.0 
中位群 4 8 4 6 2 9 5.8 
② 下位群 4 2 3 8 4 9 O.4 









C R' .0 I じ二と↓計ICR=1.52 
正 誤
間 正 135 0135 
① 誤 2 。2 
1 1正誤 1 1 問甑①と問題②の成紡 ! いL 桝| | 問題①と問題②の成績
には危険率 5%で差が |問 |正 1401 1 4 1| 問 危険率 5%で差が
認められな加。 1① |誤 1 61 1 1 7| 認められない。
言T 37 0137 




問 正 32 1 133 
① 誤 6 5 9 
計 38 4142 
|問@|言|
iFl認C R= 1.5 2 1 ト」Tご~言 1. I C R= 2.7 5 
問題①と問題②の成績 1 1 -1'.司 1 1 問題①と問題②の成績
|問|正 1，叶 21，091κは危険率 5%で差が | κは危険率 10/0で差が
|①|誤 1141 t.い81
















(1 ) 式の正誤の決定の基準 <T5.1> 
テスト 5VL公いて ，子どもが立てた式のうち，正答としたものの類型は ，テ.:?-F 3の場合と問じであ
る。ー一一ぐT3. 2>~ぐT 3.6> 
(2) 正答率 <T5 .2> 
各問の式の正答率を ，調査対象児童全体なよび上 中・下位群別に調べた結果は(表32 )のとbり
である。
(表32)
問題 群 人数 正答 誤答 正答率
上位群 3 7 3 4 5 9 1. 9 
iJj 
中位群 4 8 3 8 1日 7 9.1 
下位群 4 2 2 3 1'(i!r 5 4. 7 
全 体 1 2 7 9 5 3 2 7 4.8 
上位群 3 7 3 5 2 9 4. 6 
中位群 4 8 4 4 4 9 1.7 
@ 
下位群 4 2 2 7 1 5 6 4. 3 









間 正 34 0134 
① 誤 1 2 3 














37 1 138 
7 5 1 0 
44 4 48 







問 正 21 2123 
① 誤 611 3 1 9 
27 1 5 42 








問 正 89 61 95 
① 言兵 17 15 32 


















(1) 調査結果の概要 '<Kl.l>(注 1{， ) 
調査結果の概要は .(表37)のと会りである。
〔表の説明〕










(t:E1 6)倒人尚一接調査 1の 1であるととを示している。
-3 O~ 
- I e一
て7 。× 。× て7 。。。。てア 。。。。C[d 
て7 。。。。℃ア 。× 。。 。。 。Hd 
て7 。× 。× 。。 。 。。 。e1d 媒
て7 。× 。× て7 。× 。× C 。 。Hd 
、こア 。× 。× て7 。× 。× 。。 。Ild 
、:7 て:7 × 。× てア て7 × 。× て7 。。。。O[d 
v' 、:7 × 。× 。。 。 。。 。dd 
可7 。。。。。。。。× 。。 。8d :w 
て7 。× 。× て7 。× 。× て7 。。。。 ~d 。。 。。。。。× 。。 。9d 
て7 。× 。× て7 。。。× v' 。。。。Sd 
て7 て7 × 。× て7 て7 × 。× 。。 。'd 。。 。0'0 × 。× 。。 。ed 土
て7 て7 × 。× て7 て7 × 。。 。。 。Zd 
て7 × × 。× て7 て7 × 。× て7 。。。。ld 
て7 。。。。て7 。× 。× 。。 。s td 
-10 。 。 。C 。 。。 。予[d
て7 て7 × 。× 。。。。× 。。 。St d 越
て7 。× 。。て7 て7 × 。× 。。 。Z [d 
て7 て7 × 。× て7 。 。 。。 。Ild 
丈7 。C 。。。。。。× 。。 。O[d 。C 。。可7 × 。× "v 。。。。6d 
て7 。C 。。、:7 。× 。× 。。 。9d 1耳。C 。て7 てy × む-r-)(可7 。。。。Ld 
てア 。。。。て7 て7 × 。× 。。 。。d。。。。× て7 × × 。× て7 。。。。Sd 
て7 。。。。。。。。× 。C 。td 。。 。。。C 。× 。。 。Ed 中




道子 α 調 .f 混 主任 ω 濃 .q 混 護 .f 当E 事
(~基 図 正 1選 進1 (~ l忍 E ~，Ç.l E 亙 2昼 l! 
匂 :子 (l) ~ (l) (l) l' @ ~ α ω ~ (J) 
国 ミ戸 王手 国 ￥ 図 ミ手 ミ手 国 ミ手 ￥ 国 ミ手 主
① ① ⑦ ① @ ① 
凶 凶 国 倒 国 a'i 
王位 宝 言語 YJ. z 望星 三Q L 主彰
( L c淫)
(2) 正答率 <K1.2> 
各問の式の正答率は， (表 38)のと念りである。
(表 38)
問題 群 人数 正答 誤争奪 正答率
ー
中位群 1 5 1 5 日 1 0 0. 0 
① 
下位群 1 5 1 5 。 1 0 0. 0 
中位君主 1 5 1 5 。 1日0.0 
@ 
下位群 1 5 1 5 。 1 00.0 
中位群 1 5 3 1 2 2 0. 0 
@ 
下位書主 1 5 5 1 0 33.3 
中位群 1 5 7 8 4 6.7 
④ 
下位群 1 5 6 9 4 O. 0 
中位群 1 5 1 0 5 6ι7 
⑤ 
下位群 1 5 4 1 1 26.7 
中位若手 1 5 1 1 4 7 3. 3 
@ 
下位群 1 5 4 1 1 2 6. 7 










































問題 中 位 群 下 位 群
問題①と C R _ 0 C R~o 
問題② 廷が認められない(注17)。 差が認められない。
Fd噛③と CR=1.50 CR与 D
問題④ 差が認められない。 差が認められない。







(図 11 )のような図を読ませたのであるが ，とれらの図の代わりvc(図 12 )のような図を用ふれば ，
調査の結果がかなりちがっていたであろうと思われる。






"，11'>もうとvc'目 、、、¥‘いまもっ _/ 
あげたかず ‘いるかず，-
.、 7"'~一一一一一一一 ー l
、、、26--〆 、、-_ー ー-35------
上 l/[述べたととは ，研究計画を立てるとき K予想、していた。テスト 4では(図 1? )のような図を用
加たが， ζの調査では(図 11 )のような図を用いた。(図 12)のような図を読ませると，問題文を
読まなくても解きかたがわかってしまうからである。
ι) 問題の解きかたの様態















中 第 第 第
位 1 2 5 



























































































中位群一一九 (第 2次・第;3次)'P5 (第2次)'P6 (第2次 ・第 3次)，Pg (第 2v: ) 
PiO (第5次)， P18 (第 5次)









































(表 41 ) 
第 1 rA 第 2 r;z 第 5 rA 
児 問 間 間 問 問 間
① ② @ ④ @ @ 
群 式 図 図 式 式 図 式 図 図 式 式 図 式 図 図 式 式 国
の を ι) の と の の を 夜〉 の と の の を の む と の
正 D主 Lこ~ 正 図 効 正 1J' 正 正 図 効 正 宮、 正 正 図 効
主 誤 く 誤 誤 の 果 誤 く 誤 誤 の 果 誤 く 誤 §ロ少同々 の 来
対 対 対
応、 』芯 応、
P1 。。。。 × 。。。。。。。。。。.6. 
P2 。。。。 × 。。。。。。。。。
中 P8 。。。。。正三h 。。× 。。t三〉 。。。。。.6. 
P会 。 。。。 × × 。× 。。× 。.6. .c匙
Ps 。。。。。ζ〉 × 。。。。。× 。× 。。。
Pd 。。。。。.6. 。 。。。。。。。
P7 。。。。。。。。。。。。
位 Pa 。。。。。正与 。。。。。i三与 。。× 。。ど:，.
Pg 。。。。。。。。。。。。
P10 。。。。 × 。× × × ζ2込 。。。。。tご〉
Pl 。。。。 × 。× × × .c与 × 。× × × ζ~ 
Pl2 。。。。 × 。。。。。。。。。
群 P13 。。。。 × 。× × 。.6. 。 。。。
P1令 。 。。。。。。。。。。。
P15 。。。。 × 。。。。。。。。。
P1 × 。。× 。正込 × 。× × .c与 .c与 × 。× × × ム|
P2 。。。。 × 。× × .6. 正と為 × 。× × tと込 ム|
下 P3 。。。。。。。。。.6. 。 。。。
P40 。。。。 × 。× × 。ど5、 × 。× × 。.c与
Ps 。。。。 × 。× × ζ斗 乙〉 × 。× × × ζ斗
P6 。。。。。.6. × 。× × 。.c訟 。。。。。.6. 
P， 。 。。。 × 。× × × 乙¥ × 。× × × L:;， 
位 PS 。。。。。正〉 × 。× 。d d × × × × 
Pg 。。。。。。× 。× どう、 。。。。。ど:，.
P10 。。。。 × 。× |♀ £込 .c与 。。。。。.c与
Pl1 。 。。。。 × 。。。 × 。× 
上¥2 。。。。。i三与 × × × × × × × × 
群 P13 。。。。 × 。× × 。.6. × 。× × 。.c与
P1会 。 。。。 × 。× × × 6 。。。。





問題 式・図 群 人数 正答 誤答
中位群 1 5 1 5 日
① 式
下位群 1 5 1 3 2 
中位群 1 5 1 5 。
図
下位群 1 5 1 5 。
② 
中位若草 1 5 1 5 。
式
下位群 1 5 1 4 1 
中位群 1 5 6 ? 
③ 式
下位群 1 5 4 1 1 
中位若干 1 5 1 0 5 
図
下位群 1 5 1 1 4 
@ 
中位群 1 5 1 2 3 
式
下位群 1 5 • 6 ? 
中位群 1 5 1 3 2 
@ 式
下位群 1 5 6 P 
中位群 1 5 1 1 4 
図
下位群 5 1 0 1 5 
@ 
中位群 1 5 1 4 
式
下位群 1 5 6 ? 
正答率




1 0 O. 0 
9 3. 3 
4 O. 0 
2 6. 7 
6 6.7 
ι7 
8 0. 0 
4 O. 0 
8 6. 7 
4 0. 0 
7 3.3 
5五5
9 3. 3 
























































































下 第 第 第 〔表の説明〕
位 1 2 3 

























b 問題@を解〈過程 (図 司3) 
問題を読んで，はじめ~ ( 図 13) のよう
な図をかいた。























¥~ー仁コー _.-_ ~'1 5 
ささえ隠れて図をかいた例である。とのような応答をした子どもは次のと会りである。







45- 23=22 22+8=30 
と書いた。
b 問題④を解〈過程







そのあと，すぐκ，(図 17 )のよう VC図
をかきな会した。
c 考察
(図 16)陀ついて， Iとの図をかいて ，
どんなととがわかりましたか。 」と，たずね
とたえ 30と
(図 16 ) 




，__--2 6、、‘、、、 J，，，，，e--52---ー~、、 J
、_'"、Yゲ，、、"( 






























中位群一一P11(第2次 ・第 5次 )






















と書:き， しばらく問題と式を見て， rできました。 Jといったo
b 問題④を解〈過程
問題を読んで， (図 20)のような図をか














口十 15 = 2 6 
の関係がわかった ，というととなのであろう。
との問題では，多くの子どもが， rのとりJ~てつ凶ての理解が不じゅうぶんであるために，まちがっ
た図や式をかいている。 P15は，図をかWているうちに .rのζ り」をrぅ表現すればいいのかがわか









































り， 2 6と， 1 5と， rのとり」の関係がわかるよう V亡なったのだと思われる。
P15のようκ，図をかくととVLよって問題のE産心κふれるととのできた子どもは次のと会りである。










一一一一ぐT1. 5>~ぐT 1. 8> 
b 上・中・下位群の区分とテス ト1の正誤の相関も高いとはいえない。一一一ぐT1. 9> 
C しかし，テスト 1の誤答の内容を調べると，下位群は，図を読むゴユが劣って加る ζ とがわかる。
一一」 ぐT1.1 0> 
d また，個人面接調査 1では，図を読む方法的態度K訟いても，中位群のほうがややすぐれているよ
うに思われる~一一ぐK 1. 5> 
e テスト 4の応答を分析した結果では，与えられた数量の意味念よびそれらの相互関係Vてついて，か
なり理解していると思われるとき，図を読むζとは有効である。一一ぐT4.4> 
f a ~e を総合すると，文章題を解く力の劣る子どもは，図を読む力もやや劣っているといえるo
g 個人面接調査 1VCないてみられた，図を読むととについての困難点は次のと公りである。






































a 下位群だけでなく，中位群も，図をかくととは図を読むととよりむずかしい。一一一ぐT2.1 1 > 
b その困難さが，とくに下位群について悲しいかどうかKついては，わずかに，より困難であると加










































































昭和41年 5月VC，新潟県長岡市のC小学校の第 4学年 1学級児童を対象VC.次のような調査を行な
った。
さんすうのもんだい















































図正 29 01 29 
図誤 5 3 8 




凶正 1 1 日 11 図正
図誤 。。。 図誤
L!t 1 1 o I1 1 計
-4 7ー
中位群 下位群
式正式誤 計 式正式誤 言T
1 4 。1 4 図正 ι 日 4 。。。 図誤 5 5 B 






図先 1 7 4121 
式先 16 。1 6 








図正 7 2 9 
図誤 1 6 12 28 
言十 23 1 4 37 
上位群
図難式裏話 言十
IlXI先 5 2 7 
式先 5 1 4 




図正 5 2 7 
図誤 3 1 4 
計 8 3 1 1 
中 位群
図難式難 言T
図先 4 5 
式先 ? 。? 
計 1 3 1 14 
中位若干
式正 式誤 計
臨正 1 。1 
図言兵 7 61 13 
言T 8 6 1 1 4 
図書量式磁 計
図先 4 3 7 
式先 5 。5 
? 31 12 
下位群
式正|式誤 計
図正 日 1 
図誤 6 51 1 1 






図先 1 8 5123 
式先 1 4 01 1 4 
言T 32 51 37 
上位群
困難 式難 言1・
図先 8 3 1 1 1 
式先 日 。。
言↑ 8 3 1 1 
中位群
図難式雛 計
図先 5 6 
式先 8 。8 
言十 1 3 1 1 1 4 
図難 式譲住 計
図失 4 2 6 
玉突失 ι 。6 









(2) 9人のとどもに，えんびつを 5本ずつ分けたら.3本あまりま.した。えんびつは ，イ町本あった




(3) みち子さんのせの高さは 125伽です。高さが27仰のだいの上にのりましたが， ~ていさんよ
りまだ4cmひくいそうです。 Kいさんのせの高さは何mでしょうか。
(東答 「新しい算数J3，年下p.11 3 ) 
(しき)
(とたえ)
(4) えんびつ 1本と，けしゴム 1とのだい金は 20円で，えんびフ 1本と，けしゴム 5とでは 44 
円です。けしゴム 1とのねだんは何円でしょうか。(東害「新しい算数J4年上P.53 ) 
(しき)
(とたえ〉
(5) 公り紙のつるを， 8人でbりました。 80:なったとき， 2人かえりました。つるをぜんぶで















0. 8 5 O. 5 2 
テストの
0.9 3 0. 5 4 
結 果
学級担任














鍋島信太郎 ・戸田清 算数教材研究講座 5問題解決 (金子容房)
新垣宏一 行動的思考学習 (明治図書)















吉岡浅ー 図をかいて解くととの指導 (全国教育研究所連盟研究報告集第 15次年報)
新潟市立油屋小学校 図解Kよる学習方式 (新潟市立酒屋小学校研究紀要3;t，-よび4) 
研究紀要第5 1集 箆数・数学科VL訟ける学業成績の劣る子どもの思考とその指導(1 ) 
(新潟県立教育研究所)
研究紀要第55集 算数・数学科K会ける学業成績の劣る子どもの思考とその指導 (2)
(新潟県立教育研究所)
-50-
